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序　　文
京都市内には、いにしえの都平安京をはじめとして、数多くの埋蔵文化財包蔵地（遺跡）

が点在しています。平安京以前にさかのぼる遺跡及び平安京建都以来、今日に至るまで

営々と生活が営まれ、各時代の生活跡が連綿と重なりあっています。このように地中に埋

もれた埋蔵文化財（遺跡）は、過去の京都の姿をうかびあがらせてくれます。

公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、遺跡の発掘調査をとおして京都の歴史の解明

に取り組んでいます。その調査成果を市民の皆様に広く公開し、活用していただけるよう

努めていくことが責務と考えています。現地説明会の開催、写真展や遺跡めぐり、京都市

考古資料館での展示公開、小中学校での出前授業、ホームページでの情報公開などを積極

的に進めているところです。

このたび、道路整備工事に伴う羽束師志水町遺跡・長岡京跡の発掘調査について調査成

果を報告いたします。本報告の内容につきましてお気づきのことがございましたら、ご教

示賜りますようお願い申し上げます。

末尾になりましたが、当調査に際しまして多くのご協力とご支援を賜りました関係各位

に厚く感謝し、御礼を申し上げます。

令和４年２月

公益財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　井　上　満　郎



例　　言

１	 遺　跡　名	 羽束師志水町遺跡・長岡京跡　（京都市番号　20NG734）

	 	 長岡京左京第643次調査（7ANXUK－3、7ANXOC－1）

２	 調査所在地	 京都市伏見区羽束師志水町	地内

３	 委　託　者	 京都市　代表者　京都市長　門川大作

４	 調	査	期	間	 2021年５月11日～2021年10月29日

５	 調	査	面	積	 約697㎡

	 	 （１区：232㎡、２区：66㎡、３区：254㎡、４区：145㎡）

６	 調査担当者	 布川豊治

７	 使	用	地	図	 	京都市発行の都市計画基本図（縮尺１：2,500）「久我」・「羽束師」を参考

にし、作成した。

８	 使用測地系	 	世界測地系　平面直角座標系Ⅵ（ただし、単位（ｍ）を省略した）

９	 使	用	標	高	 	T.P.：東京湾平均海面高度

10	 使用土色名	 	農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』に準じた。

11	 遺	構	番	号	 通し番号を付し、遺構の種類を前に付けた。

12	 本	書	作	成	 布川豊治

13	 備　　　考	 	上記以外に調査・整理ならびに本書作成には、調査業務職員及び資料業

務職員があたった。

（調査地点図）
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羽束師志水町遺跡・長岡京跡

１．調査経過
本調査は、羽束師橋関連道路（第１工区）整備工事に伴う埋蔵文化財発掘調査である。調査地は、

京都市伏見区羽束師水町地内に位置し、集落遺跡である羽束師志水町遺跡に含まれ、また、長岡京

左京五条四坊十四町・十五町跡の隣接地でもある。そのため京都市文化市民局文化芸術都市推進

室文化財保護課（以下「文化財保護課」という）により発掘調査の指導がなされ、公益財団法人京

都市埋蔵文化財研究所が委託を受けて調査を実施することとなった。

調査地は西羽束師川支流の左岸に位置し、東西14ｍ前後、南北約130ｍの大きさである。調査は

当初、調査地のさらに南側の約30ｍを含めた範囲を調査予定であったが、先行して行った調査の

遺構検出状況などから、文化財保護課の指導により４箇所の調査区設定となった。調査区名は北か

ら１区・２区・３区・４区とした。

調査は南の４区から北へ進み、機械掘削、遺構検出、写真撮影、図面作成、埋戻しなどを連続し

て実施した。調査開始は2021年５月11日である。４区は５月14日から機械掘削を開始した。大き

さは東西7.3ｍ、南北19ｍ、面積約145㎡である。３区は６月22日から機械掘削を開始した。大き

－1－

図１　調査位置図（１：2,500）



－2－

図２　調査区配置図（１：800）



－3－

図３　１区調査前全景（南東から） 図４　１区北半作業状況（北から）

図５	１区南半作業状況（北東から） 図６　２区調査前全景（南東から）

図７　２区作業状況（南から） 図８　３・４区調査前全景（南から）

図９　３区作業状況（北西から） 図10　４区作業状況（北東から）



さは東西7.3～7.4ｍ、南北36ｍ、面積約254㎡である。２区は８月５日から機械掘削を開始した。

大きさは東西7.5ｍ、南北９ｍ、面積約66㎡である。１区は南半と北半に分けて調査を行った。１

区南半は９月９日から機械掘削を開始した。大きさは東西６ｍ、南北18ｍである。１区北半は10

月８日から機械掘削を開始した。大きさは東西７ｍ、南北18ｍである。１区の合計面積は232㎡で

ある。１区北半の図面作成の後、器材搬出など全てを終え、2021年10月29日に調査を終了した。

調査中には各調査区について文化財保護課の検査・現地指導を受けた。設置した検証委員会の

委員である龍谷大学の國下多美樹教授は10月５日に、近畿大学の網	伸也教授は10月21日に視察・

検証を受けた。また、委託者である京都市建設局道路建設部道路建設課の視察を適宜受け、９月22

日には十数名の視察を兼ねた現場見学会を実施した。

２．位置と環境

（１）位置と環境

調査地は、羽束師志水町の集落南西部に立地しており、北側約150ｍには府道伏見・柳谷・高槻

線（外環状線）が通る。西側は隣接して西羽束師川支流が南流している。この支流は名神高速道路

桂川パーキングの東辺りから始まり、古川で西羽束師川に合流する水路である。さらに西側約350

ｍには「羽束師の森」とも呼ばれる市内最古の神社、羽束師神社（羽束師坐高御産日神社）が鎮座

している。東へ約500ｍには桂川が北東から南西に流れる。この地の一帯は桂川後背湿地に立地し

周辺では水田が耕作されている。調査地は北側の一部が古代末期から中世にかけての集落遺跡で

ある羽束師志水町遺跡があり、調査地全体は長岡京左京五条四坊十四町・十五町跡の隣接地でも

ある。

（２）周辺の調査

調査地北側では外環状線道路工事や羽束師橋関連道路工事に伴う発掘調査が実施された。調査

１～５と調査８・９は羽束師志水町遺跡、調査６・７は長岡京跡にあたる。調査１～５の全体では

基盤層が平安時代の厚い砂礫層で西から東に傾斜する。平安時代末期から鎌倉時代の遺構は柱穴

が砂礫層上のほぼ全域に分布し、主な遺構は東側にまとまる。室町時代の遺構は東側が湿地、その

西側に隣接して多くの遺構を検出した。桃山時代の遺構は中央部にまとまり、東側は湿地である。

江戸時代の遺構は中央部で墓域を検出した。

調査１では４面の遺構面を認め、第４面は平安時代後期の柱穴、第３面は室町時代中期頃の溝、

東西濠、土壙墓７基（うち５基が火葬墓）を検出した。第２面は桃山時代から江戸時代前期の南北

棟に集石の張り出し部を持つ３×５間の建物、土坑、溝、第１面は江戸時代中期の溝、南北の畦畔

を検出し、西側は湿地状になる。調査２では室町時代の溝、火葬墓、柱穴と桃山時代の建物、井戸、

土器を伴う土坑を検出した。建物は調査１で検出したものの東半部である。井戸は石仏を転用した

－4－
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図11　周辺調査位置図（１：2,500）



ものがある。調査３では桃山時代の建物、井戸、墓などを検出した。墓は多数の蔵骨器を伴うもの

がある。江戸時代の遺構は墓坑群を検出した。調査４では平安時代後期から鎌倉時代の多数の柱穴

と東西５間・南北３間の東西建物、井戸、溝、池状遺構を検出した。室町時代の遺構は柱穴、土坑

を検出した。調査５では平安時代末期から鎌倉時代の柱穴と室町時代以降の湿地を検出した。調査

６では奈良時代および長岡京期の流路、溝、柱穴などと中世の室町時代の流路を検出した。調査７

では湿地状堆積土層を検出した。時期は不明である。調査８では江戸時代後期から明治時代の溝、

土坑などを検出した。調査９では杭列護岸を伴う明治時代の溝、水田跡などを検出した。

－6－

表１　周辺調査一覧表



３．遺　　構

（１）遺構の概要

調査は南側の４区から開始したが、遺構の記述は北側の１区からとする。調査は機械掘削で遺構

面まで除去した。その結果、１・２区では江戸時代後期から近代の埋立て跡と護岸跡、池跡などを

検出した。３・４区では自然堆積層直上で江戸時代の水田跡などを検出した。西羽束師川支流は、

１区近辺で現水面の標高が約10.6ｍ、川底の標高が約10.35ｍである。各区の検出遺構面の標高は、

１区北半が10.5ｍ前後、１区南半が標高10.3～10.5ｍ、２区が標高10.5ｍ前後、３区が標高10.1ｍ

前後、４区が標高10.1ｍ前後であり、現水面の標高がやや高い。

（２）１区北半（図版１・17）

検出した遺構は溝、落込、護岸などである。遺構の時期は出土遺物から明治から昭和の近代と考

えられる。

基本層序（図版２・３）　地表面標高は11.6ｍ前後である。現代盛土・攪乱が厚さ0.8～1.0ｍ、近

現代の耕作土が厚さ0.3～0.5ｍ前後である。その下が遺構検出面の近世から近代の埋立層上面であ

り、標高10.5ｍ前後である。埋立層の下は自然堆積層で、上面の標高は10.2ｍ前後である。

落込137（図版２・17）　調査区北西部で検出した。検出範囲は東西約４ｍ、南北約９ｍで、西

は調査区外に延びる。深さは東から西に深くなり、約1.0ｍある。埋土は粘土層や砂層が主体で、検

出面から約0.2ｍ下には敷葉層が広がる。敷葉層は厚さ0.05～0.1ｍあり、所々重層になる。敷葉は

編んだものではなく、薄めの皮状の材をほぼ同じ方向に並べて面を作り、その上に交差する面を作

り、面を何層か重ねている。上面には板や角材などの木材が雑多に散らばる。西羽束師川支流の肩

部の落込みを埋め立てた跡と考えられる。

落込138（図版３）　調査区南部で検出した。検出範囲は東西約4.5ｍ、南北約４ｍで、東は調査

区外へ延びる。断割調査で確認した深さは約1.3ｍある。埋土は粘土層や砂層が主体で、所々間に

敷葉層が広がる。

溝136・139（図版３）　調査区西側中央部寄りで検出した南北溝である。落込137を掘り込ん

でいる。埋土には敷葉層が複層ある。検出長は約12ｍ、幅0.7～0.8ｍ、深さは0.5ｍ前後ある。

－7－

表２　遺構概要表



護岸140（図版３・18）　調査区南西部で検出した。横板と杭列、裏込め層の砂礫層を伴う。護

岸の方位は真北よりわずかに東偏する。検出範囲は東西約1.5ｍ、南北約3.5ｍである。杭は径0.05

～0.1ｍ、間隔は0.2～0.4ｍで一定ではない。横板は厚さ0.05ｍ前後、長さは0.4～0.6ｍである。

（３）１区南半（図版４・18）

検出した遺構は落込、護岸、杭列、耕作溝などである。遺構の時期は出土遺物から明治から昭和

の近代と考えられる。

基本層序（図版５）　地表面標高は11.5～11.9ｍである。現代盛土・攪乱が厚さ0.7～2.0ｍ、近

現代の耕作土が厚さ0.8ｍ前後である。その下が遺構検出面の近世から近代の埋立層上面であり、

標高10.１～10.5ｍである。埋立層の下は自然堆積層で、上面の標高は9.2～9.8ｍである。

落込131（図版５・19）　調査区南側で検出した。検出範囲は東西約３ｍ、南北約６ｍで、調査

区外の東西と南へ広がる。埋土は粘土層や砂層が主体で、間に敷葉層がある。敷葉層は１区北半の

ものと同様に、薄めの皮状の材を交互に重ね、並べて面を作り、何層か重ねている。落込みを埋め

立てた跡と考えられる。

護岸119（図版６・19）　調査区西側で検出した。横板、杭列、裏込め砂礫層で構築される。護

岸の方位は真北より東偏約2.4度である。検出規模は南北約9.5ｍ、東西約0.5ｍである。横板は厚

さ0.05～0.25ｍ、長さ1.5～2.5ｍ、幅0.05～0.15ｍである。杭は径0.17ｍ前後で、杭の間隔は0.85

ｍと1.0ｍである。裏込めは砂礫層であり、径0.1ｍ前後の拳大の礫が多量に混じる。

杭列123（図版６・19）　調査区中央部、護岸119の南端の調査区西壁を拡張して検出した。護

岸119杭列と直交する東西方向の杭列と平行する南北方向の杭列がある。東西杭列は、検出長約1.1

ｍで、杭は隙間なく打ち込まれる。杭列の南に横板があり、それをさらに南側に打ち込んだ杭で止

める。横板は厚さ0.05ｍ前後、幅約0.3ｍ、長さは約1.2ｍある。

南北杭列は、検出長約1.5ｍで、さらに北に延びると考えられる。杭は３本、横板は３段分を検

出した。杭の間隔は約0.6ｍ、横板は厚さ0.02ｍ前後、幅0.3ｍ前後、検出長は1.5ｍあり、さらに南

北に延びる。これらの杭列は、護岸119と一連の土留め遺構を考えられる。

耕作溝　調査区北端近くで検出した。南北溝３基と東西溝１基である。幅0.2～0.3ｍ、長さ0.5～

2.4ｍ、深さ0.1ｍ前後である。

（４）２区（図版７・20）

検出した遺構は池跡、水路、落込、護岸などである。遺構の時期は出土遺物から江戸時代後期か

ら近代と考えられる。これらの遺構の方位は真北より西偏するものが多い。

基本層序（図版８）　地表面の標高は11.1ｍ前後である。近現代の耕作土が厚さ0.4ｍ前後ある。

その下が遺構検出面の自然堆積層上面であり、標高10.5ｍ前後である。

落込100・護岸88（図版９・20）　調査区西部で検出した。落込100の検出規模は、東西約５ｍ、

南北約10ｍで、南北と西側は調査区外で広がる。深さは西端で約1.0ｍある。落込100内の南側で
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護岸88を検出した。３重の杭列と横板や埋め木で構築される。検出範囲は東西約２ｍ、南北約２ｍ

で、南は調査区外へ広がる。方位は真北より西偏約5.6度である。杭は径0.05～0.1ｍ、長さ0.5ｍ前

後、横板は厚さ0.05～0.1ｍ、長さは0.5～0.9ｍである。埋め木は径0.05～0.15ｍ、長さ0.3ｍ前後

である。護岸88より北側約0.6ｍには東西杭列がある。４本並び、間隔は不規則である。周囲には

埋木や板の破片が点在する。いずれも、落込100を埋め立てる際の土留めと考えられる。

池跡109　調査区東部で検出した。真北よりやや西に振れる。検出規模は東西2.8ｍ前後、南北

約５ｍで、南は調査区外に延びる。深さは検出面から約0.5ｍ、断面で確認できる成立面からの深

さは約0.8ｍある。埋土は水分を多く含む粘土で池跡と考えられる
１）

。近現代の遺物が出土した。

水路102（図版10・21）　調査区西半で検出した。池跡109から延びる水路である。幅0.4ｍ前

後、深さ0.3～0.5ｍ、検出長は約４ｍである。西は調査区外へ延びる。池との接合部には、南北約

1.1ｍ、東西約0.5ｍの半円形の水溜め場があり、その中を幅0.2ｍ前後、長さ0.4～0.5ｍの縦の木板

で囲む。水溜め場から、幅約0.3ｍ、深さ約0.25ｍ、厚さ0.05～0.1前後、長さ約１ｍの木樋が延び

る。蓋板の痕跡が残っていた。木樋に土管が接続する。土管は長さ約0.7ｍ、径約0.1ｍを測る。さ

らに竹樋が接続する。池跡109からの排水路と考えられる。

集石105（図版10）　調査区南東部隅で検出した。短径約0.4ｍ、長径約0.7ｍの楕円形で、深さ

は0.1ｍ前後ある。拳大の礫が密集している。検出位置から池跡109の取水口と考えられる。

水路102、集石105は池跡109と一連のもので排水路、取水口と考えられる。また、水路102は護

岸を埋める埋立て層を掘り込んで成立していることから、時期は現代に近いと考えられる

（５）３区（図版11・12・21）

検出した遺構は畦、耕作溝、多数の足跡群などである。遺構の時期は出土遺物から江戸時代後期

と考えられる。

基本層序（図版13・14）　地表面の標高は12.6ｍ前後である。現代盛土・攪乱が厚さ1.6ｍ前後あ

る。その下が厚さ0.8～0.9ｍの耕作土である。その下が遺構検出面の自然堆積層上面で、標高10.1

ｍ前後である。耕作土層中には最下層耕作土の直上と最上層耕作土の直下に厚さ0.1ｍ前後の砂層

が認められる。冠水した痕跡と考えられる。

畦71（図版22）　調査区中央部で検出した南北方向の畦である。調査区中央部で畦72につなが

る。幅0.6ｍ前後、高さ0.1ｍ前後、南北約14ｍ分を検出した。幅0.2ｍ、深さ0.1ｍ前後、南北約

12.5ｍの溝63が畦上東寄りに走る。

畦72（図版22）　調査区中央部で検出した東西方向の畦である。幅0.8ｍ前後、高さ0.1ｍ前後、

東西約２ｍ分を検出した。西は調査区外へ延び、東は畦71と接続する。

畦73（図版22）　調査区中央部で検出した南北方向の畦である。畦71と連続し、南へ延びて４

区の畦50につながる。幅0.9～1.2ｍ、高さ0.2ｍ前後、南北約14ｍ分を検出した。

足跡群（図版22）　調査区北西部、畦71と畦72に囲まれた範囲で多数の足跡を検出した。幅0.1

ｍ前後、長さ0.1～0.25ｍ前後、深さ0.1ｍ前後である。埋土は砂である。壁断面の検討から耕作土
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層の下層部に堆積する砂層直下から踏み込まれていることがわかる。

耕作溝　畦に沿う多数の耕作溝を検出した。畦72の南側で検出した５基の東西溝を除き、南北

に走る耕作溝が大半を占める。幅0.1～0.3ｍ、深さ0.05ｍ前後、長さは1.5～18ｍを測る。

（６）４区（図版15・22）

検出した遺構は耕作溝、畦、溝、ピットなどである。遺構の時期は出土遺物から江戸時代後期と

考えられる。

基本層序（図版16）　地表面の標高は12.7ｍ前後である。現代盛土・攪乱が厚さ1.7ｍ前後ある。

その下が厚さ0.8ｍ前後の耕作土である。その下が遺構検出面の自然堆積層上面で標高10.1ｍ前後

である。耕作土層中の上部には厚さ0.1ｍ前後の砂層が認められる。冠水した跡と考えられる。

畦50　調査区北半で検出した南北方向の畦である。北端から南へ約６ｍ伸び、西へ湾曲して調

査区外に続く。幅は１ｍ前後、高さ0.1ｍ前後である。構築土は周囲の土層より固く締まる。

溝21・22　調査区南端で検出した。他の耕作溝より幅広でやや深い。幅は0.6～1.6ｍ、深さは

0.1～0.15ｍである。

耕作溝　調査区全域で多数の耕作溝を検出した。これらの溝は畦50の方向に沿い、南北溝と北

東から南西溝に走る溝にほぼ大別できる。幅は0.2～0.4ｍ、深さは0.1～0.2ｍ、検出長は１ｍから

最大７ｍを測る。大部分の溝は調査区外の延びる。

註

１）	 	２区東隣民家の住人（２区の旧土地所有者。70代。）への聴き取りによれば、「このあたり（２区）で

祖父の時代に池で養魚をしていた。」とのことである。
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４．遺　　物
遺物は整理箱で９箱出土した。種類の内訳は、大まかに土器類が８割、瓦類が１割、木製品・石

製品が１割である。遺物の時期は、平安時代から江戸時代と近代の遺物がある。内訳は、近代の遺

物が６割、江戸時代の遺物は４割弱であり、主に江戸時代後期である。その他少数の平安時代から

鎌倉時代の遺物がある。これは西羽束師川支流の二次堆積物と考えられる。

以下に各区ごとに概要を記す。

１区北半では平安時代から近代の遺物が出土した。平安時代から鎌倉時代のものには瓦器、瓦が

数点ある。江戸時代のものには土師器、土師質土器、施釉陶器、染付陶磁器、磁器、瓦類がある。

近代のものには土師質土器、施釉陶器、染付陶磁器、瓦類、木製品、石製品、ガラス片などがある。

１区南半では平安時代から近代の遺物が出土した。平安時代から鎌倉時代のものには須恵器、瓦

器、瓦などが数点ある。江戸時代のものには土師器、土師質土器、施釉陶器、染付陶磁器、磁器、

瓦類などがある。近代のものには土師質土器、施釉陶器、染付陶磁器、瓦類、木製品、石製品、ガ

ラス片などがある。

２区では平安時代から近代の遺物が出土した。平安時代から鎌倉時代のものには須恵器、瓦器、

瓦類などが数点ある。江戸時代のものには土師器、土師質土器、施釉陶器、染付陶磁器、青磁、瓦

類がある。近代のものには土師質土器、施釉陶器、染付陶磁器、瓦類、木製品、石製品、ガラス片

などがある。

３区では平安時代から江戸時代の遺物が出土した。出土量は少量である。平安時代から鎌倉時代

のものは瓦器が２点ある。江戸時代ものには土師器、磁器がある。

４区では平安時代から江戸時代の遺物が出土した。出土量は少量である。江戸時代のものには土

師器、施釉陶器、染付陶磁器がある。

－11－

表３　遺物概要表



５．ま	と	め
今回、検出した主な遺構は落込、護岸跡、水田跡などである。

落込の多くは、調査区の西側で検出した。東から西に向かって落ち込む地形を敷葉工法や杭と横

板を用いて丁寧に埋め立てていることが判明した。これは、西羽束師川支流の蛇行する肩部を埋め

て、耕作地として利用するために行われた水路改修工事の跡と考えられる。

西羽束師川支流は、桂川右岸の乙訓東南部一帯に開削されている水路網の一部であり、この水路

網全体は低湿地帯の排水路として、文政２年（1819）に工事が始められて文政８年（1825）に完成

し、羽束師川
１）

と名付けられた。西羽束師川支流は1932年発行の地図では蛇行している
２）

が、1946年

の空中写真では河川改修が行われて直線になっている
３）

ことから、埋め立てなどの水路改修は近代

の大戦前に行われたと考えられる。

また、各調査区では耕作土や耕作溝、畦などの水田跡を検出した。３・４区では、累重する耕作

土の堆積が厚さ１ｍ近くある。その堆積中には厚めの砂層が広範囲で認められる。これはこの辺り

が、かなりの水量で度々冠水した痕跡であろう。当地が水害に苦慮しながらも、護岸や入念な埋め

立てを行うことによって、耕作地として利用され続けてきたことが明瞭となった。

註

１）	 	京都府編「乙訓郡　第２　羽束師川」『京都府史蹟名勝天然記念物調査報告書』第13冊　1932年。

	 	「羽束師川」の主要部分は、現在の西羽束師川と重複して残っており、西羽束師支流と共に「羽束師

川水路網」の一部である。

２）	 昭和７年12月28日　大日本帝國陸地測量部発行「京都南西部」

３）	 国土地理院　地図・空中写真閲覧サービス　USA-M205-A-5	京都南東部	1946年（昭和21）7月24日
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版
１　

遺
構

１区北半平面図（１：100）



図
版
２　

遺
構

１区北半東壁断面図（１：50）



図
版
３　

遺
構

１区北半東西断割断面図（１：50）、護岸140実測図（１：40）



図
版
４　

遺
構

１区南半平面図（１：100）
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版
５　

遺
構

１区南半西壁・南壁断面図（１：50）



図
版
６　

遺
構

１区南半護岸119・杭列123実測図（１：50）
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版
７　

遺
構

２区平面図（１：80）



２区南壁断面図（１：50）
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遺
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図
版
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遺
構

２区護岸88実測図（１：40）



図
版
10　

遺
構

２区水路100・集石105実測図（１：40）
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版
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遺
構

３区平面図１（１：100）
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12　

遺
構

３区平面図２（１：100）
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版
13　

遺
構

３区西壁断面図１（１：50）
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版
14　

遺
構

３区西壁断面図２（１：50）



図
版
15　

遺
構

４区平面図（１：100）



図
版
16　

遺
構

４区西壁・掘下げトレンチ西壁断面図（１：50）



図
版
17　

遺
構

１　１区北半全景（北から）

２　１区北半落込137敷葉状況（南西から）



図
版
18　

遺
構

１　１区北半護岸140（北から）

２　１区南半全景（北から）



図
版
19　

遺
構

１　１区南半落込131敷葉状況（北東から）

３　１区南半護岸119（北から）

２　１区南半護岸119と杭列123（南西から）

４　１区南半杭列123（北東から）



図
版
20　

遺
構

１　２区全景（北から）

２　２区護岸88（北西から）



図
版
21　

遺
構

１　２区水路102（東から）

２　３区全景（北西から）



図
版
22　

遺
構

１　３区畦71・72・73（北西から）

３　４区全景（北西から）

２　３区足跡群（北から）
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